
シ̀
、

たぐ,13

右の図 1で,四角形 ABCDは ,平行四辺形である。

点 Pは ,辺 AB上にある点で,頂点 A,頂点 Bのい

ずれにも一致しない。

頂点 Aと頂点 Cを結んだ線分と,頂点 Dと点 Pを

結んだ線分との交点を Qとする。

次の問いに答えよ。

〔間 1〕 図1において,∠ABC=60° ,∠DCA=75°
,

∠ADP=α °とするとき,△CDQの内角で

ある∠CQDの大きさを表す式を,次のア～

工のうちから選び,記号で答えよ。

イ (60-α)度

oけ 4→ 度

〔問 2〕 右の図 2は ,図 1において,頂点 Cと点 Pを結び,頂点 Aを通り線分 CPに平行

な直線を引き,線分 DPとの交点をR,辺 CDとの交点をSと した場合を表して

いる。

次の①,②に答えよ。

① △AQR(D△CQPであることを証明せよ。
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②次の[Iコ の中の「ア」,「イ」,「ウ」に当てはまる数字をそれぞれ答えよ。
PB=2:1の とき,△AQRの面積は,四角形APCSの面積

スハORじ△こし′tご メ:1て

領地由叫いってヽ
∠AQ卜 で乙 COP｀ tt O

CP〃AR∫りひ考喬ロム晏し,ノのτい

乙oARて 4 0CP｀ L10

①(フ Jり 2れ い1角
υ`1出 そレ

導、ぃqひ △AoRち 4CaP

Q                
〔東京都〕

ハ
'∫

P′・ P,｀ I Pc〃 ハ∫ごジ ιゞ )∫ク・121′

a)ゞ Rの4 Ptt R」 リ ハく R`S1 21′

乙ハQRら△Ctt Pび リメRご らP●ハθtCQこ Rゆ :PO'2'3

口め脅ハトも1∂ ηf7口こち子、nが モ|レ メ'(と

るハORの 向湛′」

lx=x=メ fこ f
↑

夕1角語柔PS ιこ:マ 化τ・

並  7`う

颯 鼻〔2っ 目1(t可

数業 http:/ハ層w・ Inathtext.info/


